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We have developed a instrument for measuring釦ctionalcoefficient on wheels, which is called "μ-tester." 

The measurement procedure of the μ・testeris as follows; 1) Its roller is contacted to a measuring plane by a 

spring. 2) The roller is slide rotated on the measuring plane by pulling a string twisted around the boss of the 

roller. 3) The value of frictional coefficient is calculated from the pulling force and the normal load, which are 

sensed by load cells. The μ-tester can measure various surfaces such as a rail and a roller rig in addition to a 

wheel by exchanging a fixture. The values of frictional coefficient of a rail measured by the μ-tester were 

generally in agreement with that measured by a rail tribometer. 
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1. はじめに

車輪／レール間の摩擦係数を把掘することは，車両の走

行安全性を確保する上で重要である．摩擦係数が低い場合

には柑走によるプレーキ距離が延伸する一方．摩擦係数が

大きい場合には急曲線において乗り上がり脱線が起きる原

因の一つになる．レール表而の1祖擦係数はレールトリポメ

ータ＇）を 始め，複数の測定器によ って古く から測定されてき

たが，フランジを含めたJli輪表l面の摩擦係数はこれまでほ

とんど測定されてこなかった．平成 12年に発生した列車脱

線衝突’lt故の調杏りを受けて、 ,11輪／レール1iilのI‘灯擦現象を

より詳細に解明するため．もう 一方の接触而であるIII輪表

而の1初船係数を把掘するニーズが，りjまってきた．そこでIII

輪表面の動I‘川擦係数を比較的節易に測定する装ii'..t「l.lテス

ター」を開発した刈本報告では， /lテスターの測定原理 ・

構追および測定結果の一例を紹介する．
Fig. 1 External appearance of measurement instrument 

2. μテスターの測定原理および構造

w 
→ Fp 

μ＝尋
F=責Fp

図 1にμテスターの外殴写真，図 2に測定原理図をそれ

ぞれ示す．JlI¢釦及lniはIjlI而であり位ii/iによって重力の法線

方向成分の）（きさが異なっているため， レールl収擦係数を

測走する装誼のよ うに測定1/Ji上を移動しながら測定するこ

とができない．そこでμテスターでは本体を被測‘疋物に1占l

定し，測定用ローラーを測定而上の一点で梢り回転させ，

動摩擦係数を測定している．測定用ローラーの形状は 10年

以上の（如Il尖績のある，レール表而の動摩擦係数を測定す

るレールトリポメ ータを参考に，ローラー直径を 20mmに

するとともに｝りさ力.Ifi)にも RlOのIlII率半径をもたせ，ちょ

うどc/>20mm の球が測疋面と接触している状態とした．接

触力はレール トリポメータの銅球の接触））と等しい 14Nと
し，その））はばねでローラーを測如（iに押し付けることで Fig. 2 Measurement principle of frictional coefficient 
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付加している．そしてローラーのポス部に巻き付けたひも

をプーリーを介してパルスモータ ・ポールねじ系で引き．

そのときの引っ張り力 Fpと押し付け力 ＼Vから摩擦係数を

3m出している．μテスターのヘッド部は回転機構をイiし，

車輪円周方rt,J（輪軸の走行方向）や断面方向（車軸に平行

な方向）等、自由な方向の摩擦係数を測定することができ

るまた．台J戟を変更することによってレールや軌条輪の

摩擦係数も測定することができる．

3.測定結果

3.1測定波形例

図 3にμテスターを用いて表面の摩擦係数を測定したと

きの出力波形の一例を示す．測定ではアンプで増幅された

押し付け力検出用ロードセルおよび引っ張り力検出用ロー

ドセルの出力霞圧を記録している．その後屯圧値から各

力に換節し動席擦r.t数を勾出している．実際の測定では図 3

に示したように出力波形から初期の過渡状態およびローラ

-2回転目以降のデータを除いた部分，具体的にはローラー

の 1回転目後半半回転分の測定データを時間平均し，動摩

擦係数測定値としている 2回転目のデータを除いているの

は， 1回転目でローラー表面の状態が摩耗等により変化して

いると考えられるためである

3.2車輪動摩擦係数測定結果例

図 4に車輪踏而部 ・フランジ部の動摩擦係数測定結果の

一例を示す．まだ測定サンプル数が少なく環税の影響を評

価するまでには至っていないが，走行後の錆びていない車

輪では摩擦係数 0.2~0.3の値が測定され， 1年近く屋外に

放硲され，かなり錆びているIlI輪では摩擦係数が上昇し，

塗油された車輪では摩擦係数が低下する傾向が測定された．

なお車輪路而に迩油した状態の測定はまだ行っていない．

3.3レールトリボメータとの比較

μテスターはレールトリポメータを参考にして接触条件

を決定している．表面の状態を極カー様にした検定レール

を用い，空調により周囲環税変化も小さくした条件下でμ

テスターとレール トリボメータで摩擦係数を比較測定した

結果を図 5に示す．レールトリボメータによる測定値の変

化に比べμテスターによる変化が小さい．これは測定シス

テムの違いによるものと考えられるが，原因は究明中であ

る．

4.おわりに

車輪の動摩擦係数を測定するために試作された 「μテス

ター」について， その構造，測定原理および測定結果の一

例を紹介した．μテスターは試作されてからまだ日が汲く，

データの薪和が十分でない．今後，よりいっそうのデータ

若積を進めるとともに信頼性の向上を図る予定である．

最後に現場での測定時にお世話になった各JR旅客会社

の関係各位に釘礼申し上げるとともに，今後とも御協力を

お顧いする次第である．
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Example of measurement waveform 
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Comparison between μ-tester and rail tribometer 
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